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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第89期

第２四半期連結
累計期間

第90期
第２四半期連結
累計期間

第89期

会計期間
自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日

自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日

自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日

売上高 （千円） 4,200,519 4,182,246 7,876,875

経常利益 （千円） 295,699 421,672 559,495

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 203,687 237,777 560,136

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 173,819 179,819 365,504

純資産額 （千円） 3,523,499 3,858,699 3,715,774

総資産額 （千円） 11,643,605 11,321,741 10,721,696

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 19.67 22.59 54.04

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 30.0 34.0 34.5

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 250,079 245,075 606,708

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △123,494 △59,329 △162,804

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 6,739 6,587 △288,130

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,182,817 1,433,505 1,215,009

 

回次
第89期

第２四半期連結
会計期間

第90期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自　平成27年７月１日
至　平成27年９月30日

自　平成28年７月１日
至　平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 10.76 7.47

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当社は、平成28年７月29日開催の取締役会において、平成28年10月１日を効力発生日としたうえで、当社を存続会

社として、当社の完全子会社である東興パーライト工業株式会社を吸収合併することを決議するとともに、同日付で

合併契約書を締結いたしました。概要は以下のとおりであります。

 

（１）合併の目的

　東興パーライト工業株式会社は、パーライト製品等の製造販売を行っております。このたび、当社はグループ

経営の効率化を図るため、当該連結子会社を吸収合併することといたしました。

 

（２）合併の方法

　当社を存続会社とし、東興パーライト工業株式会社を消滅会社とする吸収合併方式であります。

 

（３）合併の期日

　平成28年10月１日

 

（４）合併に際して発行する株式及び割当

　消滅会社は当社の完全子会社であるため、株式その他の金銭などの割当はありません。

 

（５）引継資産・負債の状況

　当社は、合併の効力発生日をもって、消滅会社の資産、負債及び権利義務の一切を引き継いでおります。

 

（６）吸収合併存続会社となる会社の概要

商　号　　　昭和化学工業株式会社

所在地　　　東京都目黒区下目黒二丁目23番18号

代表者　　　代表取締役社長　石橋　健藏

資本金　　　５億9,895万円

事業内容　　珪藻土、パーライト製品等の製造販売

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

（１）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、緩やかな回復基調が続いているものの、海外経済の不確実性

の高まりや、金融資本市場の変動の影響など、予断を許さない状況が続いております。

　当業界におきましては、国内需要の伸び悩みなどにより、引き続き厳しい状況で推移しております。

　このような経営環境の中、当社グループ（当社ならびに連結子会社及び持分法適用会社）は、売上目標達成のた

め積極的な拡販活動を展開したものの、主力製品である濾過助剤の伸び悩みなどにより、当第２四半期連結累計期

間の売上高は41億82百万円（前年同期比0.4％減）となりました。

　利益面では、全社規模でのコスト低減策を実施するなど、各種施策を推進し利益確保に尽力した結果、経常利益

は４億21百万円（同42.6％増）となりました。また、当社研究分析センターの機能強化を図るために行った移設に

伴う既存建物等の解体・移転費用に係る固定資産除却損などによる特別損失95百万円を計上し、親会社株主に帰属

する四半期純利益は２億37百万円（同16.7％増）となりました。

　なお、当社グループは単一セグメントのため、製品別の業績を記載すると次のとおりであります。

 

①濾過助剤

　当期間におきましては、国内市場での清涼飲料向け製品の売上が増加したものの、その他の需要が全般的に伸び

悩みました。海外市場につきましては、為替の影響などにより円ベースでの売上が減少しました。この結果、売上

高は22億53百万円（前年同期比3.4％減）となりました。
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②建材・充填材

　当期間におきましては、各種充填材の売上が伸び悩んだものの、住宅用建材向け製品の売上が増加しました。こ

の結果、売上高は７億11百万円（同3.9％増）となりました。

 

③化成品

　当期間におきましては、プール用などの各種塩素剤の売上が増加しました。この結果、売上高は８億86百万円

（同3.0％増）となりました。

 

④その他の製品

　当期間におきましては、浴室関連機器の売上が減少したものの、各種化学品の売上が増加しました。この結果、

売上高は３億29百万円（同2.8％増）となりました。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、新規連結

に伴う現金同等物の増加額９百万円を調整した結果、14億33百万円となりました。

 

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、２億45百万円（前年同期は２億50百万円の収入）となり、前年同期と比べると

５百万円の収入の減少となりました。

　これは、主に売上債権の増加額の減少１億78百万円、有形固定資産除却損の増加94百万円に対し、仕入債務の増

加額の減少１億79百万円、法人税等の支払額の増加65百万円、法人税等の還付額の減少32百万円があったことによ

ります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、59百万円（前年同期は１億23百万円の支出）となり、前年同期と比べると64百

万円の支出の減少となりました。

　これは、主に有形固定資産取得による支出の減少42百万円があったことによります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は、６百万円（前年同期は６百万円の収入）となり、前年同期と比べると０百万円

の収入の減少となりました。

　これは、主に短期借入金の純増減額の増加１億83百万円、社債の償還による支出の減少40百万円に対し、長期借

入れによる収入の減少70百万円、長期借入金の返済による支出の増加１億47百万円、連結の範囲の変更を伴わない

子会社株式の取得による支出の増加16百万円があったことによります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動費は23百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

  普通株式 32,000,000

計 32,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,979,000 11,979,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

1,000株

計 11,979,000 11,979,000 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

 資本準備金
 増減額
（千円）

 資本準備金
 残高（千円）

平成28年７月１日～

平成28年９月30日
－ 11,979,000 － 598,950 － 527,529
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（６）【大株主の状況】

  平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　シグマ株式会社 　東京都目黒区上目黒１丁目８番10号 1,938 16.18

　石橋　俊一郎 　東京都目黒区 1,145 9.56

　公益財団法人石橋奨学会 　福岡県福岡市博多区中呉服町２番１号 1,000 8.35

　朝日生命保険相互会社 　東京都千代田区大手町２丁目６番１号 770 6.43

　石橋　健藏 　東京都目黒区 732 6.11

　白山工業株式会社 　東京都目黒区下目黒２丁目23番18号 429 3.58

　株式会社三井住友銀行 　東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 420 3.51

　株式会社みずほ銀行 　東京都千代田区大手町１丁目５番５号 331 2.76

　昭和化学工業取引先持株会 　東京都目黒区下目黒２丁目23番18号 314 2.62

　北沢産業株式会社 　東京都渋谷区東２丁目23番10号 255 2.13

計 － 7,334 61.23

　（注）１．上記の他、自己株式が986千株あります。

　　　　２．上記所有株式の他、平成28年10月31日現在の役員持株会での持分として、石橋健藏氏が14,988株を所有して

おります。

　　　　３．石橋俊一郎氏は、平成27年12月28日に逝去されましたが、平成28年９月30日時点の株主名簿に基づき記載し

ております。

　　　　４．平成28年８月24日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、石橋健藏氏が平成28年８月17日

現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社としては当第２四半期会計期間末現在に

おける実質所有株式数の確認ができませんでしたので、上記大株主の状況に含めておりません。

大量保有者　　　　　　石橋健藏

住所　　　　　　　　　東京都目黒区

保有株券等の数　　　　株式　1,419,115株

株券等保有割合　　　　11.85％
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    1,415,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   10,513,000 10,513 －

単元未満株式 普通株式       51,000 － －

発行済株式総数 11,979,000 － －

総株主の議決権 － 10,513 －

　（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式873株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成28年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

昭和化学工業株式会社
東京都目黒区下目黒

２丁目23番18号
986,000 － 986,000 8.24

白山工業株式会社
東京都目黒区下目黒

２丁目23番18号
429,000 － 429,000 3.58

計 － 1,415,000 － 1,415,000 11.81

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

昭和化学工業株式会社(E01172)

四半期報告書

 7/18



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平

成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、八重洲監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,601,900 1,828,118

受取手形及び売掛金 2,218,809 2,645,915

商品及び製品 244,855 226,685

仕掛品 448,893 459,645

原材料及び貯蔵品 154,785 150,570

繰延税金資産 49,154 50,345

その他 82,612 86,078

貸倒引当金 △5,859 △4,929

流動資産合計 4,795,152 5,442,429

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 933,467 979,979

機械装置及び運搬具（純額） 847,406 780,653

土地及び原料用地（純額） 1,217,623 1,212,393

その他（純額） 178,056 206,032

有形固定資産合計 3,176,554 3,179,057

無形固定資産   

のれん 276 138

その他 38,431 35,232

無形固定資産合計 38,708 35,370

投資その他の資産   

投資有価証券 2,213,185 2,155,486

長期貸付金 72,430 71,580

繰延税金資産 117,629 117,150

その他 421,228 432,675

貸倒引当金 △113,192 △112,009

投資その他の資産合計 2,711,281 2,664,883

固定資産合計 5,926,544 5,879,312

資産合計 10,721,696 11,321,741
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 915,766 1,151,175

短期借入金 2,131,602 2,322,290

1年内償還予定の社債 280,000 300,000

1年内返済予定の長期借入金 581,772 429,010

未払法人税等 101,964 98,393

賞与引当金 40,409 42,173

その他 324,103 480,344

流動負債合計 4,375,617 4,823,387

固定負債   

社債 410,000 440,000

長期借入金 1,151,450 1,131,830

繰延税金負債 96,340 77,202

役員退職慰労引当金 30,287 18,998

退職給付に係る負債 789,288 809,591

その他 152,937 162,032

固定負債合計 2,630,304 2,639,654

負債合計 7,005,922 7,463,041

純資産の部   

株主資本   

資本金 598,950 598,950

資本剰余金 629,650 571,209

利益剰余金 2,490,620 2,696,969

自己株式 △490,603 △421,646

株主資本合計 3,228,617 3,445,482

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 403,093 392,573

土地再評価差額金 △11,242 △11,242

為替換算調整勘定 75,299 27,135

その他の包括利益累計額合計 467,150 408,466

非支配株主持分 20,006 4,751

純資産合計 3,715,774 3,858,699

負債純資産合計 10,721,696 11,321,741
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 4,200,519 4,182,246

売上原価 2,964,503 2,817,794

売上総利益 1,236,016 1,364,451

販売費及び一般管理費 ※１ 1,027,093 ※１ 1,019,652

営業利益 208,923 344,799

営業外収益   

受取利息及び配当金 24,518 23,149

持分法による投資利益 49,170 39,997

固定資産賃貸料 22,582 19,458

保険解約返戻金 15,512 23,302

その他 34,663 29,064

営業外収益合計 146,447 134,972

営業外費用   

支払利息 29,910 28,671

その他 29,760 29,427

営業外費用合計 59,670 58,099

経常利益 295,699 421,672

特別利益   

有形固定資産売却益 － 100

投資有価証券売却益 4,593 －

特別利益合計 4,593 100

特別損失   

固定資産除却損 981 95,272

特別損失合計 981 95,272

税金等調整前四半期純利益 299,312 326,500

法人税、住民税及び事業税 92,403 93,968

法人税等調整額 △5,365 △5,985

法人税等合計 87,037 87,982

四半期純利益 212,275 238,518

非支配株主に帰属する四半期純利益 8,587 740

親会社株主に帰属する四半期純利益 203,687 237,777
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

四半期純利益 212,275 238,518

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △47,327 △10,535

為替換算調整勘定 △3,803 17,021

持分法適用会社に対する持分相当額 12,675 △65,185

その他の包括利益合計 △38,455 △58,699

四半期包括利益 173,819 179,819

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 165,387 179,093

非支配株主に係る四半期包括利益 8,431 725
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 299,312 326,500

減価償却費 138,261 143,253

のれん償却額 138 138

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,099 △1,729

賞与引当金の増減額（△は減少） △239 1,764

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △21,953 20,303

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 477 △11,289

受取利息及び受取配当金 △24,518 △23,149

支払利息 29,910 28,671

投資有価証券売却損益（△は益） △4,593 －

持分法による投資損益（△は益） △49,170 △39,997

有形固定資産除却損 981 95,272

有形固定資産売却損益（△は益） － △100

売上債権の増減額（△は増加） △605,969 △427,106

たな卸資産の増減額（△は増加） 13,134 11,633

仕入債務の増減額（△は減少） 394,394 214,812

その他 61,922 △14,100

小計 235,188 324,875

利息及び配当金の受取額 31,257 32,238

利息の支払額 △30,714 △28,375

法人税等の支払額 △17,676 △83,662

法人税等の還付額 32,024 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 250,079 245,075

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △298,000 △286,233

定期預金の払戻による収入 298,141 278,512

有形固定資産の取得による支出 △71,827 △29,026

有形固定資産の売却による収入 － 100

固定資産の除却による支出 － △3,802

投資有価証券の取得による支出 △824 △847

投資有価証券の売却による収入 7,623 2,227

長期貸付金の回収による収入 850 850

その他 △59,458 △21,108

投資活動によるキャッシュ・フロー △123,494 △59,329

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 7,597 190,687

長期借入れによる収入 280,000 210,000

長期借入金の返済による支出 △234,506 △382,382

社債の発行による収入 196,531 196,531

社債の償還による支出 △190,000 △150,000

リース債務の返済による支出 △22,535 △10,758

自己株式の取得による支出 △0 △381

子会社の自己株式の取得による支出 － △220

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
－ △16,320

配当金の支払額 △30,346 △30,567

財務活動によるキャッシュ・フロー 6,739 6,587

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,803 17,021

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 129,520 209,355

現金及び現金同等物の期首残高 1,053,297 1,215,009

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 9,140

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 1,182,817 ※１ 1,433,505
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記）

（連結の範囲の重要な変更）

　第１四半期連結会計期間より、ＳＫＫ不動産株式会社はその重要性が増したため、連結の範囲に含めておりま

す。

 

 

(会計方針の変更)

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、この変更による当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与え

る影響は軽微であります。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成28年９月30日）

受取手形割引高 665千円 1,995千円

 

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
　　至　平成27年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
　　至　平成28年９月30日）

発送費 396,157千円 404,626千円

貸倒引当金繰入額 －千円 86千円

賞与引当金繰入額 23,088千円 24,120千円

退職給付費用 15,524千円 16,046千円

役員退職慰労引当金繰入額 1,459千円 61千円

減価償却費 10,913千円 9,929千円

のれん償却額 138千円 138千円

 

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

現金及び預金勘定 1,579,681千円 1,828,118千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △396,863千円 △394,612千円

現金及び現金同等物 1,182,817千円 1,433,505千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 32,980 3 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日

定時株主総会
普通株式 32,979 3 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　当第２四半期連結累計期間において、当社の連結子会社である東興パーライト工業株式会社は、当社の連結子

会社である白山工業株式会社の株式の追加取得を実施いたしました。当該追加取得の対価として、連結子会社の

保有する親会社株式を譲渡いたしました。

　また、白山工業株式会社は同社の自己株式を取得し、当該取得の対価として、連結子会社の保有する親会社株

式を譲渡いたしました。

　上記を主な変動事由として、当第２四半期連結会計期間末における資本剰余金は、前連結会計年度末に比べ58

百万円減少し、５億71百万円となりました。また、自己株式は、前連結会計年度末に比べ68百万円減少し、４億

21百万円となりました。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成28年４月１日　至平成28年９月30日）

当社グループは単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

　１株当たり四半期純利益金額 19円67銭 22円59銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
203,687 237,777

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
203,687 237,777

普通株式の期中平均株式数（千株） 10,356 10,524

 (注)　　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

（連結子会社の吸収合併）

　当社は、平成28年７月29日開催の取締役会において、当社100％出資の連結子会社である東興パーライト工業株

式会社を吸収合併することを決議し、平成28年10月1日に合併いたしました。

 

１．取引の概要

（１）結合当事企業の名称及び当該事業の内容

　結合当事企業の名称　　　東興パーライト工業株式会社

　事業の内容　　　　　　　パーライト製品等の製造販売

 

（２）企業結合日

　平成28年10月１日

 

（３）企業結合の法的形式

　当社を存続会社とし、東興パーライト工業株式会社を消滅会社とする吸収合併方式であります。

　（注）本合併は、当社においては会社法第796条第２項に定める簡易合併であり、東興パーライト工業株式会

社においては会社法第784条第１項に定める略式合併であるため、いずれも株主総会による合併契約承認

の決議を経ずに行うものであります。

 

（４）結合後企業の名称

　昭和化学工業株式会社

 

（５）その他取引の概要に関する事項

　当社のグループ経営の効率化を図るため、当該連結子会社を吸収合併することといたしました。

 

２．実施する会計処理の概要

　本合併は、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）及び「企業結合会計

基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成25年９月13日）に基づ

き、共通支配下の取引として処理いたします。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　  該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年11月11日

昭和化学工業株式会社

取締役会　御中

 

　八重洲監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 原田　一雄　　印

 

 業務執行社員  公認会計士 渡邊　考志　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている昭和化学工業株

式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から

平成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、昭和化学工業株式会社及び連結子会社の平成28年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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